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Part 1: エグゼクティブサマリーと主要な調査結果 

 

本報告書は、株式会社ブリヂストンが過去 10 年間にコンテンツ産業および AI 搭載ロ

ボット産業において出願した特許と、関連する研究開発活動を包括的に調査・分析した

ものである。調査の結果、これら二つの異分野に対する同社の戦略的アプローチには明

確な二分法が存在することが判明した。 

コンテンツ産業（映像、音楽、ゲーム等）に関しては、ブリヂストンの関与はマーケテ

ィング、企業広報、スポンサーシップといった活動に限定されており、中核技術に関す

る研究開発や知的財産（IP）の創出は確認されなかった 1。これは、同社が自社の中核

能力とシナジーが薄い分野には戦略的にリソースを投下しないという、規律ある経営判

断を反映している。 

対照的に、AI 搭載ロボット産業、特にソフトロボティクスの分野においては、極めて

戦略的かつ大規模な投資が行われていることが明らかになった。その中核を成すのは、

同社が長年培ってきた高分子・材料科学の知見を応用した「ラバーアクチュエータ（人

工筋肉）」技術である 4。この技術は単なる実験的な取り組みに留まらず、社内ベンチ

ャー「ブリヂストン ソフトロボティクス ベンチャーズ」の設立 6、国内外のトップ大

学との共同研究 8、そして戦略的な特許ポートフォリオの構築を通じて、新規市場への

参入を本気で目指す企業戦略の柱となっている。 

ブリヂストンは、実用的な産業応用（物流向けソフトロボットハンド）と、未来志向の

体験価値創造型事業（ウェルビーイング向けロボット）という二正面作戦を展開してい

る 7。これは、短期的な収益確保と長期的な市場創造を両立させる、洗練されたイノベ

ーション・ポートフォリオ戦略である。本調査は、タイヤという成熟市場のリーダー企

業が、その中核技術をいかにして未来の成長産業へと転換させようとしているか、その

野心的な挑戦の全貌を解き明かすものである。 

 

Part 2: コンテンツ産業における特許ランドスケープの調査 



 

 

2.1. 検索結果および企業コミュニケーションの分析 

 

ユーザーの要求に基づき、ブリヂストンが過去 10 年間に出願した特許について、「映

像」「音楽」「ゲーム」「VR」「AR」「エンターテイメント」といったキーワードを

用いて調査を行った。しかし、これらのキーワードを含む文書は存在するものの、その

内容はすべて中核技術の研究開発や知的財産とは無関係であり、企業の事業活動の文脈

で言及されているに過ぎなかった。 

● 株主総会における言及 1 
: 第 106 回定時株主総会の招集ご通知において、「映像」という言葉が使用されて

いる。これは、総会の様子をインターネットでライブ配信する際の「中継の映像」

を指すものであり、一般的な企業広報活動の一環である。 
● 企業統治文書における言及 2 

: 「ブリヂストングループ グローバル行動規範」において、「音楽」という言葉が

登場する。これは、Firestone ブランドが協賛する音楽ツアーのチケット提供に関

する倫理的な判断を問う、社内ルール上の仮説的な事例として記載されている。 
● マーケティングおよびブランディング活動 3 

: ゴルフ大会のボランティア募集要項では、参加者の「写真及び映像」を広報媒体

で利用する可能性について言及されている 12。また、法政大学の論文では、創業者

である石橋正二郎氏が、足袋の宣伝のためにドキュメンタリー「映画」を製作し、

全国で無料上映した歴史が紹介されている 3。これは、メディアを技術開発の対象

としてではなく、古くからマーケティングツールとして活用してきたことを示して

いる。 
● 統合報告書における言及 13 

: 「Bridgestone 3.0 Journey Report （統合報告 2023）」の概要資料では、「コン

テンツ」という言葉が頻繁に使用されている。しかし、これは報告書内の各章や記

載内容そのものを指す言葉であり、事業としてのコンテンツを意味するものではな

い。 

 

2.2. 技術的関与に関する結論 



 

以上の分析から、ブリヂストンは過去 10 年間において、コンテンツ産業の中核をなす

技術（例：ゲームエンジン、映像圧縮アルゴリズム、音楽合成、VR/AR ハードウェア

等）に関する研究開発や特許出願を一切行っていないと結論付けられる。同社の材料科

学とエンターテイメントを結びつける可能性のある触覚（ハプティック）フィードバッ

ク関連の技術についても、指定された期間内に該当する特許は見つからなかった 14。 

この結果は、単に「該当なし」という以上の意味を持つ。これは、ブリヂストン経営陣

が明確な戦略的判断を下したことの証左である。同社の持つリソースを考えれば、コン

テンツ関連技術への進出も不可能ではなかったはずだ。しかし、それを選択せず、同時

にロボティクス分野へ大規模な投資を行っているという事実は、同社が自社の最も深い

競争優位性、すなわち先進的な材料科学を最大限に活用できる分野へ、R&D リソース

を意図的かつ集中的に配分していることを示唆している。この「選択と集中」の戦略的

明確さが、次章で詳述するロボティクス事業への深いコミットメントの背景を物語って

いる。 

 

Part 3: AI 搭載ロボットおよびソフトロボティクスへの詳細な分析 

 

本章では、ブリヂストンの未来戦略の中核を成すソフトロボティクス事業について、そ

の基盤技術、応用展開、そして知財戦略を詳細に分析する。この分野は、前述のコンテ

ンツ産業とは対照的に、長期的かつ大規模な投資の対象となっている。 

 

3.1. 中核技術：ラバーアクチュエータ（人工筋肉） 

 

ブリヂストンのソフトロボティクス事業の根幹をなすのが、独自開発の「ラバーアクチ

ュエータ」である。これは一般に「人工筋肉」とも呼ばれ、従来の硬いロボットとは一

線を画す「柔らかいロボット」を実現するためのキーコンポーネントである。 

 

3.1.1. 技術原理と構成 



 

このアクチュエータは、ゴムチューブとその周囲を高強度繊維のスリーブで覆った高分

子複合体である 5。この構造には、同社が 1 世紀以上にわたって培ってきたタイヤや油

圧ホースの技術が応用されている。動作原理は、マッキンベン型人工筋肉として知られ

る古典的なもので、内部のゴムチューブに空気圧や油圧を供給すると、チューブが径方

向に膨張し、結果として軸方向に収縮する力を発生させる 16。この収縮・膨張の動き

が、生物の筋肉の動きを模倣するため、「人工筋肉」と呼ばれる所以である 17。ブリヂ

ストンは 1980 年代からこの技術に関わっており、長い研究開発の歴史を持つ 18。 

 

3.1.2. 主要な性能特性 

 

このラバーアクチュエータは、従来の電動モーターやシリンダーにはない、以下のよう

な際立った特徴を有している。 

● 軽量かつ高出力: 従来の駆動装置と比較して、非常に優れた重量出力比（パワーウ

ェイトレシオ）を誇る。バナナ 1 本分の重さのアクチュエータが、約 30kg の米俵

を持ち上げるほどの力を発揮できるとされている 4。これにより、ロボット全体の

軽量化に大きく貢献する。 
● 柔軟性と安全性: 素材自体が柔らかくしなやかであるため、人や物に衝突しても衝

撃を吸収し、怪我をさせにくい 4。この特性は、人間とロボットが同じ空間で作業

する「人協働ロボット」において極めて重要となる。 
● 耐衝撃・耐振動性: ゴムと繊維で構成されているため、外部からの衝撃に強く、壊

れにくい。報道によれば、自動車に轢かれても破損しないほどの耐久性を持ち、過

酷な環境下での使用が可能である 4。この「タフさ」は、後述する国家プロジェク

トの重要な目標でもあった 19。 

 

3.1.3. 開発の背景 

 

この技術が近年飛躍的に進化した背景には、内閣府の革新的研究開発推進プログラム

（ImPACT）「タフ・ロボティクス・チャレンジ」への参画がある 4。これは、災害現

場のような極限環境で活動できる「タフなロボット」の開発を目指す国家主導のプロジ



ェクトであり、ブリヂストンは東京工業大学などと連携して、油圧駆動のハイパワー人

工筋肉の開発を担当した 16。このプロジェクトを通じて、技術が磨かれ、実用化への道

筋がつけられた。 

 

3.2. 戦略的応用と商業化ベンチャー 

 

ブリヂストンは、このラバーアクチュエータ技術を市場に投入するために、非常に洗練

された二正面戦略（デュアルプロング戦略）を採用している。これは、短期的な事業化

と長期的な市場創造を同時に狙う野心的なアプローチである。 

 

3.2.1. 戦略 1：実用的な産業応用（「手」の戦略） 

 

● 製品: 物流倉庫や製造ラインでの「ピースピッキング」（多品種の物品を個別に掴

み取ること）作業を自動化するためのソフトロボットハンドの開発 4。 
● 解決する課題: 少子高齢化による労働力不足が深刻な物流業界において、ロボット

による自動化は急務である。しかし、従来の硬いグリッパーでは、機械部品からイ

チゴのパックのような壊れやすいものまで、多種多様な形状・硬さ・重さの物品を

扱うことが困難であった 7。ブリヂストンのソフトロボットハンドは、対象物を

「“いい感じ”につかむ」ことを目指しており、この課題を解決する 4。 
● 商業化の推進: この事業は 2024 年の本格的な事業展開を目指しており、すでに物

流現場での実証実験（PoC）が進められている 7。これは明確な市場ニーズに応え

る、収益化への最短経路と言える。 

 

3.2.2. 戦略 2：未来志向の体験価値創造（「心」の戦略） 

 

● プロジェクト: 「Morph inn」と名付けられた「無目的室」の創出 6。これは、ラバ

ーアクチュエータでできた「Morph」という柔らかいロボットに利用者が身を委

ね、生物の呼吸や潮の満ち引きといった自然界のリズムを模した動きに包まれる体

験を提供する空間である 11。 
● 解決する課題: こちらは生産性や効率を追求するものではない。目的は、ストレス



軽減、精神的な安らぎ、そして人間とロボット間の新しい非言語的なコミュニケー

ションの探求である 11。これは、ウェルビーイング（心身の健康）という新たな価

値を創造する試みだ。 
● 商業化の推進: クリエイター集団 Konel との共創プロジェクトとして位置づけら

れ、「未来体験」としてプロモーションされている 6。これは、工場の外に新たな

市場を創り出す「デザイン・ドリブン・イノベーション」の実践であり 21、ブリヂ

ストンのブランドイメージを技術志向から未来志向へと高める役割も担う。 

この二つの戦略は、一見すると方向性が全く異なるように見える。しかし、これは混乱

ではなく、計算されたイノベーション・ポートフォリオ戦略である。物流ハンドという

「手」の戦略は、明確なビジネスケースを持つ短期〜中期的な収益源であり、事業の存

続を支える。一方、「Morph inn」という「心」の戦略は、将来の巨大市場を創造する

可能性を秘めた、ハイリスク・ハイリターンな長期的投資である。前者が既存のプロセ

スを改善する「知の深化（Exploita tion）」であるのに対し、後者は新たな可能性を発

見する「知の探索（Explora tion）」と言える。この両輪を回すことで、ブリヂストン

は足元の事業を固めつつ、破壊的イノベーションの機会を追求している。この野心的な

戦略を推進するために、同社は「ブリヂストン ソフトロボティクス ベンチャーズ」と

いう社内ベンチャーを設立した 6。これにより、本体のタイヤ事業とは異なるアジャイ

ルな開発プロセスと、ゼロから事業を創造する起業家精神をもって、この新規事業を加

速させることが可能となっている 22。これは、同社の中期事業計画において「良い種ま

き」として明確に位置づけられている 23。 

 

3.3. AI の役割と研究開発連携 

 

ブリヂストンのソフトロボティクスは、単なる「筋肉」だけでは完結しない。それを知

的に動かす「目」と「頭脳」、そして「神経」が不可欠である。同社は、これを実現す

るために、外部の専門知識を積極的に取り入れるオープンイノベーション戦略を採って

いる。 

 

3.3.1. 「目と頭脳」：アセント・ロボティクス社との提携 

 

ブリヂストンが提供する「手」（アクチュエータとグリッパー）に知能を授けるのが、



AI ソフトウェア開発企業のアセント・ロボティクス社である。同社は「プレイステー

ションの生みの親」として知られる久夛良木健氏が共同創業者を務めることでも著名で

ある 7。ブリヂストンはこの戦略的パートナーシップを確固たるものにするため、5 億

円の資本業務提携を締結した 7。アセント社の AI ソフトウェアが、カメラで物体を認

識し、その形状や特性に応じて最適な把持方法を判断する「目」と「頭脳」の役割を担

う 7。 

 

3.3.2. 基礎研究：トップ大学との連携 

 

ブリヂストンは、最先端の基礎研究においても大学との共同研究を積極的に推進してい

る。 

● 東京大学・京都大学（AI と制御）: 人工筋肉の複雑で非線形な動きを制御するため

に、AI 技術を活用する共同研究を行っている。リザバー・コンピューティングや

ニューラルネットワークといった手法を用い、アクチュエータ自体が持つ物理的な

ダイナミクスを計算資源として利用することで、リズミカルな動きやカオス的な動

きといった、生命感のある複雑な動作パターンを自律的に生成させることに成功し

ている 6。これは、人工筋肉の扱いにくさを逆手に取り、その複雑性を「機能」へ

と昇華させる画期的なアプローチである。 
● 東京大学（統合センシング）: ラバーアクチュエータ自体をセンサーとして機能さ

せるという、画期的な研究も進められている。これは、アクチュエータが変形する

際のゴムの電気抵抗値の変化を測定することで、その伸び縮みを高精度に推定する

技術である 8。これにより、従来必要だったレーザー変位計のような硬くてかさば

る外部センサーが不要となり、ロボットシステム全体をより軽量・シンプル、そし

て「より柔らかく」することが可能になる。この概念は、後述する特許出願（特開

2023-31810）にも直接反映されている 24。 
● 東北大学（材料科学）: ゴムの分子・原子レベルでの挙動をシミュレーションする

「材料シミュレーション基盤技術」の構築を目指す共同研究も開始されている 10。

これは、最先端の計測科学と計算科学を融合させ、データ駆動型で革新的なゴム材

料を効率的に開発するための基礎研究である。この成果は、ソフトロボティクス事

業の根幹をなす材料そのものの性能向上に直結する。 

これらのパートナーシップは、ブリヂストンが単なる部品メーカーに留まるつもりがな

いことを示している。伝統的な部品サプライヤーであれば、開発したアクチュエータを

ロボットメーカーに販売するだろう 25。しかしブリヂストンは、物理的な「筋肉」（ア



クチュエータ）と「手」（グリッパー）だけでなく、知的な「頭脳」（アセント社の

AI）と統合された「神経」（自己センシング技術）までをも含めた、完全なシステムを

構築しようとしている。この垂直統合戦略は、最終製品からより多くの価値を獲得し、

最適化されたソリューションをエンドユーザー（物流会社や医療機関など）に直接提供

することを目指す、極めて野心的なものである。これは、同社が B2B の素材メーカー

から、B2B（将来的には B2C も）のソリューションプロバイダーへと変貌を遂げよう

としていることを物語っている。 

 

Part 4: 知的財産ポートフォリオの分析 

 

ブリヂストンのソフトロボティクス事業への本気度は、その知的財産（IP）戦略にも明

確に表れている。同社は、研究開発の成果を確実に保護し、競争優位を確立するため

に、多層的な特許ポートフォリオを構築している。 

 

4.1. 主要特許の分析（過去 10 年） 

 

過去 10 年に出願・登録された特許の中から、同社の戦略を象徴するものを以下に挙げ

る。 

● 特許第 5906506 号「アクチュエータ装置、パワーアシストロボットおよびヒュー

マノイドロボット」（2016 年登録） 
○ 内容: この特許は、流体圧式の人工筋肉と小型の電動モーターを組み合わせた

ハイブリッド型のアクチュエータシステムに関するものである。力の伝達に

は、ボーデンケーブルのような柔軟なケーブルを用いることで、重い駆動源を

関節部から離れた位置に配置できる点を特徴としている 17。応用先として、パ

ワーアシスト用の外骨格ロボット（エクソスケルトン）やヒューマノイドロボ

ットが明確に挙げられている。 
○ 戦略的意義: これは、同社の人工筋肉技術に関する基礎的かつ重要な特許であ

る。装着型ロボットにおける慣性の低減という具体的な課題に対し、洗練され

た解決策を提示しており、高付加価値分野への応用を初期段階から見据えてい

たことを示している。 
● 特開 2022 - 002059 「人工筋肉ユニット及びそれを用いた把持装置」 



○ 内容: この特許出願は、把持対象物の形状に追従してしなやかに屈曲・変形す

る人工筋肉ユニットに関するものである 27。アクチュエータの伸びを規制しつ

つ収縮を許容する構造により、対象物を包み込むような把持を可能にすること

を目指している。 
○ 戦略的意義: これは、前述の物流向けソフトロボットハンドの中核機能を直接

保護する IP である。単純な開閉動作を超え、不定形な物体にも適応する「“い
い感じ”につかむ」能力の基盤となる技術であり、事業の競争力を支える重要

な出願と言える。 
● 特開 2023 - 31810「ゴム部材の変形量測定方法、変形量測定装置、及びプログラ

ム」 
○ 内容: この特許出願は、ゴム部材の変形量を、その電気抵抗値の変化から測定

する方法をクレームしている 24。発明の実施形態として、ラバーアクチュエー

タへの応用が明確に記載されている。 
○ 戦略的意義: これは、東京大学との共同研究で生まれた「自己センシング」技

術を特許化したものである 8。硬いセンサーを不要にするこの技術は、システ

ムの軽量化、低コスト化、そして「より柔らかい」ロボットの実現を可能にす

る、極めて重要な技術的差別化要因である。この IP は、競合他社に対する大

きな参入障壁となりうる。 

これらの主要特許に加え、「知財図鑑」などの情報源は、ラバーアクチュエータ技術が

「様々な特許や要素技術が関連しています」と指摘しており、中核デバイスだけでな

く、その改良技術、応用技術、製造方法なども含めた広範な「パテント・シケット（特

許の網）」を形成していることが示唆される 5。1970 年代や 80 年代の基礎特許 29 が
示すように技術の歴史は古いが、近年の出願は、より高度で具体的な応用を見据えた、

新たな開発フェーズに入ったことを物語っている。 

 

4.2. 特許戦略と事業展開の軌跡 

 

ブリヂストンの IP 戦略は、以下の多層的なアプローチから構成されていると考えられ

る。 

1. 中核技術の保護: ラバーアクチュエータの基本構造、特性、製造法に関する広範な

特許を取得する。 
2. 応用技術の保護: ロボットハンド（特開 2022-002059 ）や外骨格ロボット（特許

第 5906506 号）など、具体的な高付加価値アプリケーションに関する特許で市場



を抑える。 
3. 差別化技術の保護: 自己センシング技術（特開 20 23- 31810）や、パートナーと開

発した AI 制御アルゴリズムなど、競争力の源泉となる「秘伝のタレ」を知的財産

で固める。 

特許出願、研究発表、そして商業化に向けた発表の時系列を追うと、基礎研究

（ImPACT、大学連携）→ 知的財産による保護（特許出願）→ 事業化組織の設立（ソ

フトロボティクス ベンチャーズ）→ 製品・サービスの市場投入（ロボットハンド、

Morph inn）という、非常に論理的で計画的なイノベーションのパイプラインが見て取

れる。これは、同社がこの新規事業に長期的な視点で、かつ周到な計画をもって取り組

んでいることの強力な証拠である。 

 

Part 5: 市場ランドスケープと競争ポジショニング 

 

ブリヂストンのソフトロボティクス事業は、急成長する有望な市場を舞台としている

が、同時に強力な競合が存在する厳しい環境でもある。本章では、市場の動向と競合技

術を分析し、同社の立ち位置を評価する。 

 

5.1. ソフトロボティクス市場の動向 

 

● 市場規模と成長性: ソフトロボティクス市場は、爆発的な成長期にある。複数の市

場調査レポートが、年平均成長率（CAGR）30%超という高い成長率を予測してお

り、市場規模は 2024 年の約 20 億ドルから 2029 年には 88 億ドル以上に達する

と見込まれている 31。 
● 主要な成長ドライバー: 市場の成長を牽引しているのは、物流・製造業における自

動化ニーズの増大、より安全な人協働ロボットへの需要、そして医療（リハビリ、

手術支援）や農業分野での応用拡大である 31。特に日本のような先進国では、高齢

化社会を背景とした介護・生活支援ロボットへの期待も大きい 35。 
● ブリヂストンの市場ポジショニング: ブリヂストンは、この市場の中でも最大かつ

最も成長が期待されるセグメント、すなわち産業オートメーション（ソフトグリッ

パー）とヘルスケア・ウェルビーイング（生活支援、体験型ロボット）を明確にタ

ーゲットとしている 31。 



 

5.2. 競合技術の分析 

 

ブリヂストンは、この有望な市場で単独で活動しているわけではない。特に、同じ自動

車部品業界の巨人や、先進素材メーカーが強力な競合として立ちはだかる。ここでは、

主要な競合技術との比較を通じて、ブリヂストンの技術的優位性と課題を明らかにす

る。 

以下の表は、人工筋肉技術を開発する主要企業 3 社の技術を比較したものである。こ

の比較から、各社が異なる技術アプローチを採り、それぞれ異なる市場ニーズを狙って

いることがわかる。単一の「最高の技術」が存在するのではなく、用途に応じた最適解

が異なるのである。 

技術 ブリヂストン ラバー

アクチュエータ 
豊田合成 e- Rubber  日本ゼオン CNT アク

チュエータ 

企業 株式会社ブリヂスト

ン 
豊田合成株式会社 日本ゼオン株式会社 

中核素材 ゴム／エラストマー

と繊維の複合材 5 

誘電エラストマー

（高分子） 36 

カーボンナノチュー

ブ（CNT）とイオン

ゲル 38 

駆動原理 空気圧／油圧 16 電圧印加（クーロン

力） 36 

電気化学的なイオン

移動 38 

主な利点 高い出力重量比、堅

牢性・耐衝撃性、成

熟した材料基盤 4 

低消費電力（静電容

量性）、無音、高速

応答、優れたセンサ

ー機能 37 

高い耐久性（1 万回以

上）、低電圧駆動、

高速応答 26 

主な課題 外部コンプレッサー

／ポンプが必要、制

御の複雑性、消耗品

である点 17 

出力が比較的小さ

い、絶縁破壊のリス

ク、高電圧が必要 36 

高価な材料コスト、

量産性の課題 26 

主な応用分野 産業・物流用グリッ

パー、介護・アシス

トロボット、人協働

ハプティクス（触

覚）デバイス、ソフ

トセンサー、自動車

医療用デバイス（点

字ディスプレイ

等）、マイクロロボ



ロボット 7 内装インターフェー

ス 37 

ティクス、ハイエン

ドロボット 38 

この比較分析は、ブリヂストンの戦略の妥当性を浮き彫りにする。同社のラバーアクチ

ュエータは、高出力と堅牢性を特徴とする「力仕事」向けの技術であり、初期ターゲッ

ト市場である物流・産業オートメーションの要求（重いものを確実に、繰り返し掴む）

に完全に合致している。 

一方、豊田合成の「e- Rubber」は、低電力・無音で繊細な動きを得意とし、センサー

機能にも優れる「技巧派」の技術である。これは、人の触覚に訴えかけるハプティクス

デバイスや、車室内の快適性を高めるインターフェースといった、異なる市場を狙うの

に適している。日本ゼオンの CNT アクチュエータは、耐久性や応答性に優れるがコス

トが高い「ハイテク」技術であり、まずは高付加価値な医療分野や特殊なロボティクス

での活用が見込まれる。 

このように、ブリヂストンは自社の材料技術の強みを最も活かせる市場セグメントを的

確に選択し、そこに最適化された技術で参入している。これは、同社の市場参入が単な

る思いつきではなく、綿密な技術的・戦略的分析に基づいていることを示している。 

 

Part 6: 戦略的評価と結論 

 

本報告書の最終章として、これまでの分析を統合し、ブリヂストンのソフトロボティク

ス事業に関する戦略的評価と今後の展望を述べる。 

 

6.1. ソフトロボティクス事業の SWOT 分析 

 

● 強み (Strengths) : 
○ 世界トップクラスの材料科学（ゴム・高分子）に関する知見と技術基盤。 
○ 研究開発から知財化、事業化までを一気通貫で進める垂直統合型のパイプライ

ン。 
○ 豊富な資金力と、本体事業からの長期的支援。 



○ トップレベルの AI 企業や大学との強固なパートナーシップ。 
○ 高出力・堅牢という明確な強みを持つ中核技術（ラバーアクチュエータ）。 

● 弱み (Weaknesses) : 
○ ロボティクス市場におけるブランド認知度や販売・サポートチャネルの欠如。 
○ AI（頭脳）部分を外部パートナーに依存している構造。 
○ 巨大企業であるがゆえの、スタートアップと比較した場合の意思決定の遅さや

官僚主義に陥る潜在的リスク。 
● 機会 (Opportunities) : 

○ 物流自動化、ヘルスケア、介護といった巨大かつ高成長な市場への参入。 
○ ウェルビーイングや人との共感といった、新たな市場を創造する可能性。 
○ 周期的な自動車産業への依存度を下げ、高収益な新規事業の柱を構築する機

会。 
● 脅威 (Threats) : 

○ 豊田合成のような他の巨大企業や、専門性の高いロボティクス・スタートアッ

プとの激しい競争。 
○ AI やロボティクス分野における急速な技術革新のスピード。 
○ 新規市場参入に伴う高いコストと、市場開拓の困難さ。 

 

6.2. 戦略的意義と今後の展望 

 

ブリヂストンのソフトロボティクス事業への挑戦は、単なる周辺的な研究開発プロジェ

クトではない。これは、同社の未来を賭けた、計算され尽くした戦略的事業多角化であ

る。中期事業計画 23 における明確な位置づけ、専門の社内ベンチャーの設立、そして

大規模な投資は、この事業がタイヤ事業、ソリューション事業に次ぐ「第三の柱」とな

る可能性を秘めていることを示している。 

この挑戦の成功は、研究開発の段階から市場での実行の段階へと移行する。今後の成否

を分ける鍵は、全く新しい顧客基盤に対する販売・サポート体制をいかに構築できるか

にある。また、アセント・ロボティクス社とのパートナーシップは極めて重要であり、

この事業の価値は「筋肉」の性能だけでなく、「頭脳」の賢さにも大きく左右されるだ

ろう。 

一見、風変わりに映る「Morph inn」プロジェクトも、軽視すべきではない。もしこの

試みが「感情に働きかけるロボット」や「ウェルビーイング・ロボティクス」という新



たなカテゴリーを切り拓くことに成功すれば、高級ヘルスケア、ホスピタリティ、さら

にはコンシューマー製品といった、予測不能な巨大市場への扉を開く可能性がある。 

最終評価: 
ブリヂストンは、ゴムという伝統的かつ深い専門知識を、ソフトロボティクスという未来志向

の分野へと見事に転換させ、確固たる技術的足場を築くことに成功した。強力な中核技術、明

確な IP 戦略、戦略的パートナーシップ、そして専門の事業推進体制という、成功に必要な要素

はすべて揃っている。課題は今、研究室から市場へと移った。この巨大企業の挑戦は、伝統的

な製造業がいかにして未来の産業へとピボット（方向転換）し、自らを再発明できるかを示

す、重要なケーススタディとなるだろう。 
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